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クロザピンを内服している入院または通院中の治療抵抗性統合失調症患者

岡山県精神科医療センター

本研究は岡山県精神科医療センターとの共同研究です。治療抵抗性統合失調症に有効性が認められ

ている治療薬、クロザピンについて、その血中濃度の測定が診療に有用であるかどうかを明らかに

することが目的です。クロザピンを使用されている方から、本研究について説明したうえで、血液

を分けていただき、岡山県精神科医療センターにて測定を行います。この研究により、安全で精密

な治療が行なえるようになる可能性があります。

高速液体クロマトグラフィーによる血漿中クロザピンおよびその活性代謝産物の濃度測定に関する多施

設前向き観察研究

柏木宏子　（国立精神・神経医療研究センター　第二精神診療部）

ご相談ください。ただし、個人情報の保護、知的財産権の保護により、ご対応・ご回答できない場合が

・本研究への協力を望まれない場合は、問い合わせ窓口へご連絡ください。

・研究に協力されない場合でも不利益な扱いを受けることは一切ございません。

ありますので、予めご了承ください。

以下の研究は、皆様よりNCNPバイオバンクに提供いただいた臨床試料（検体、おもに血液・髄液等）と

この研究について知りたいことや、気になる点がありましたら、遠慮なく下記のバイオバンク窓口に

（倫理指針に則る情報公開）

臨床情報の利用を倫理委員会で審査され、活用していただくことが認められた研究です。
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